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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成21年9月10日(2009.9.10)

【公表番号】特表2009-503243(P2009-503243A)
【公表日】平成21年1月29日(2009.1.29)
【年通号数】公開・登録公報2009-004
【出願番号】特願2008-525230(P2008-525230)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｆ   4/54     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ   4/40     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ   2/04     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ  10/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ  30/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｆ   4/54    　　　　
   Ｃ０８Ｆ   4/40    　　　　
   Ｃ０８Ｆ   2/04    　　　　
   Ｃ０８Ｆ  10/00    　　　　
   Ｃ０８Ｆ  30/06    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成21年7月22日(2009.7.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリマー前駆体と、陰イオン性ボラン又は陰イオン性ヘテロボランのリチウム塩である
触媒、及び開始剤、並びに任意選択の反応溶媒とを、重合条件下で接触させるステップを
含む、ポリマー前駆体を重合するための方法。
【請求項２】
　重合条件が低分子量生成重合条件であり、低分子量ポリマーが形成される、請求項１に
記載の方法。
【請求項３】
　重合条件が高分子量生成重合条件であり、高分子量ポリマーが形成される、請求項１に
記載の方法。
【請求項４】
　溶媒が超臨界である、請求項１～３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　ポリマー前駆体が不活性化末端アルケン又はアルキンである、請求項１～４のいずれか
一項に記載の方法。
【請求項６】
　ポリマー前駆体が、２から４個の炭素原子を有する末端アルケンである、請求項１～４
のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　ポリマー前駆体が、ＣＨ２＝Ｃ（Ｒ）（ＣＲ２）ｎ－ＣＲ３、ジエン、末端アルキン、
末端アルケン、ＣＨ２＝ＣＨ２；ＭｅＣＨ＝ＣＨ２；Ｍｅ２Ｃ＝ＣＨ２；ＥｔＣＨ＝ＣＨ
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２；ＰｒＣＨ＝ＣＨ２；ＢｕＣＨ＝ＣＨ２；及びＭｅ３ＳｉＣＨ＝ＣＨ２からなる群から
選択され、式中、ｎは整数であり、Ｒは、同じ又は異なり、Ｈ、アルキル、ハロゲン化ア
ルキル、シリル化アルキル、及びＦ、Ｃｌ、Ｂｒを含むハロゲンからなる群から選択され
る、請求項１～４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項８】
　リチウムカルボラン触媒が、下記の陰イオン：（ＣＢｑＲｍ’）－を含有し、式中、Ｒ
は水素、又は１から１０個の炭素原子を有するアルキル基であり、Ｒは、同じでも異なっ
てもよく、ｑは５から１１の整数であり、ｍ’は５から１６の整数である、請求項１～７
のいずれか一項に記載の方法。
【請求項９】
　陰イオンが、下記の式：ＲＣ（ＢＲ）９

－を有し、式中、Ｒは水素、又は１から１０個
の炭素原子を有する小アルキル基であり、Ｒは同じでも異なってもよい、請求項８に記載
の方法。
【請求項１０】
　陰イオンが、下記の式：ＲＣ（ＢＲ）１１

－を有し、式中、Ｒは水素、又は１から１０
個の炭素原子を有する小アルキル基であり、Ｒは同じでも異なってもよい、請求項８に記
載の方法。
【請求項１１】
　陰イオンが、下記の式：Ｂ１２Ｒ１２

－を有し、式中、Ｒは水素、又は１から１０個の
炭素原子を有する小アルキル基であり、Ｒは同じでも異なってもよい、請求項８に記載の
方法。
【請求項１２】
　陰イオンが、下記の式：Ｂ１０Ｒ１０

－を有し、式中、Ｒは水素、又は１から１０個の
炭素原子を有する小アルキル基であり、Ｒは同じでも異なってもよい、請求項８に記載の
方法。
【請求項１３】
　リチウムカルボラン触媒が、ＣＢ１１Ｍｅ１２

－；ＨＣＢ１１Ｅｔ９Ｍｅ２
－；ＣＢ１

１ＨｘＥｔ９Ｍｅ２
－；ＨＣＢ１１Ｍｅ１１

－；ＣＢ１１Ｈ６Ｉ６
－；及びＣＢ１１Ｈ１

２
－からなる群から選択される陰イオンを含む、請求項８に記載の方法。

【請求項１４】
　反応溶媒が、１から１０個の炭素原子を有するアルカン、シクロアルカン、又はこれら
の混合物である、請求項１～１３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１５】
　調製されたリチウムカルボランポリマーが、末端－ＣＨ２ＯＨ基を有する、請求項１～
１４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１６】
　重合条件が、室温及び大気圧である、請求項１～１５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１７】
　重合条件が、周囲圧力で５０～１００℃の温度である、請求項１～１５のいずれか一項
に記載の方法。
【請求項１８】
　ポリマー前駆体が末端二重結合又は末端三重結合を有する、請求項１～１５のいずれか
一項に記載の方法。
【請求項１９】
　開始剤が、空気、酸素、ＡＩＢＮ及びその他のアゾ化合物、過酸化ジ－ｔ－ブチル及び
その他の過酸化物、ＮＯ、及びＮＯ２からなる群から選択される、請求項１～１８のいず
れか一項に記載の方法。
【請求項２０】
　反応溶媒が、１，２－ジクロロエタン；芳香族又は脂肪族炭化水素、及び１から６個の
アルキル基、又は塩素及びフッ素を含むハロゲン若しくはハロアルキル基で置換された芳
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香族炭化水素若しくは脂肪族炭化水素；トルエン；アルカン、シクロアルカン、ハロゲン
化アルカン及びシクロアルカン；シクロヘキサン；スルホン；及びこれらの混合物からな
る群から選択され、置換基は同じでも異なってもよい、請求項１～１９のいずれか一項に
記載の方法。
【請求項２１】
　式：Ｌｉ（＋）ＲＣ（ＢＲ）１１（－）（式中、Ｒは水素、ハロゲン、１から１０個の
炭素原子を有するアルキル基であり、アルキル基の１個又は複数は、１個若しくは複数の
ハロゲンで、又は１個若しくは複数のアルキルシリル基で置換することができ、Ｒは同じ
でも異なってもよい）を有する、末端アルケン基を有するカルボランを含有するリチウム
塩。
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